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総合ビジネス科２年の音丸涼花さんが７月に行われた

全国経理教育協会電卓計算能力検定に挑戦し、750 点以

上（５種目計 1000 点満点）を獲得し六段に認定されま

した。音丸さんは小学生のときにそろばんをやっており

準二段を取得したそうです。そして、総合ビジネス科に

進学したことをきっかけに自分の得意なことを見つけよ

うと電卓を始めたところ楽しさを感じ、また担任の山下

教諭の勧めもあり受験したと語っていました。 

 

 

３週間ありがとうございました。私は教育実習で、１年生の家庭科を担当させていただきました。 

 実習期間中は本当にあっという間に時間が経ってしまいました。授業や会話などを通して生徒達の記憶に残る

ものがあればいいなと思っています。生徒達はとても挨拶ができ、この学校の卒業生としてとても誇らしく思い

ます。ぜひ次の世代にもこの素晴らしい校風を繋いでいってもらいたいと感じています。 

 本当に３週間ありがとうございました。 

 

 

 

９月７日（月）より本校卒業生の 嘉藤 里音実習生（保健体育）、武石 彩実習生（家庭科）

が教育実習を行いました。実習終盤の研究授業では今までの経験を活かし、教育実習の集大成とな

る授業を行っていました。 

教育実習を終えてまず一番に感じたことはあっという間だったということです。高校生の頃、50 分間の授業は長いと感

じていましたが、教師という立場になると限られた時間の中で生徒に深い学びを与えることの難しさを体感し、１日１日が

あっという間に過ぎていきました。 

体育の授業では長距離走とバスケットボールを指導しました。長距離走を一緒に走ったり、バスケットボールではチーム

の話し合いに参加したり、生徒との“交流”を心がけていましたが、体育の魅力が少しでも伝わっていたら良いなと考えてい

ます。私が生徒の頃はできる子との差を大きく感じましたが、今の生徒は自分ができることを見つけ出したり、仲間と協力

したりする場面を多く見ることができ、生徒の積極性と先生方の指導力を学ぶことができました。この 15 日間で学んだ

事、得たものを大学に持ち帰り自分のものになるよう研究を深めていきたいと思います。 

校長先生をはじめとする先生方、生徒のみなさん、大変お世話になりました。生徒のみなさんは学校生活を思う存分楽し

んでください。ありがとうございました。 

 

研究授業での武石 彩 実習生 

研究授業での嘉藤 里音 実習生 

―総合ビジネス科のクラスはどんなクラスですか。 

男女共にみんな仲が良く楽しい。とても雰囲気の良いクラスで担任の山下先生も良い刺激を与えてくれて検定もが

んばろうと思いました。 

―この検定のためにどれくらい練習しましたか。 

練習するときは１時間くらい。検定を受けようとしたときは授業や空いた隙間の時間を使って練習しました。 

―今後の目標は。 

電卓計算は卒業までに名人になれるようにがんばりたい。他の検定も全種目１級を目指したいです。 

―総合ビジネス科はどんな科ですか。 

 ビジネスの科目は努力すれば結果が出て、自分が成長しているのが実感できるところが良いところだと思います。

総合ビジネス科に来て良かったと思っています。 

 

 



この通信は皆様のご厚意により、地域の皆様に無料にて配布させていただいております。 

 阿部新聞店様、道新平中販売所様、鈴木販売所様、阿部新聞店（上士別）様 

〈発行者〉北海道士別翔雲高等学校 担当：総務部〈電話〉0165-23-2908〈FAX〉0165-23-2911  

〈ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〉http://www.s-shoun.hokkaido-c.ed.jp/  

〈E-mail〉s-shoun@hokkaido-c.ed.jp 

※上記のホームページでカラー版をご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（木）始業式、生徒会役員認証式、 

身だしなみ指導 

 ２日（金）戦 翔雲2020（翔雲祭） 

３日（土）道看模試（３年）、英検②一次 

公務員模試（２年）、小論文模試 

４日（日）ベネッセ・駿台記述模試（３年） 

５日（月）スタディーサポート、進路マップ 

進路希望調査（1・２年） 

特別清掃週間（～９日） 

７日（水）１年総ビ森林体験学習（下川連携） 

８日（木）歯科検診 

１０日（土）土曜授業､中学生体験入学 

１３日（火）図書館バス 

 

1 0 月 の 行 事 予 定 

１４日（水）避難訓練 

保護者説明会（１年） 

１６日（金）就職選考開始 

１７日（土）全統共通テスト模試（３年） 

全経電卓計算能力検定試験 

１９日（月）開校記念日 

２０日（火）インターンシップ（総ビ科２年） 

               （～22日） 

２１日（水）性に関する教室（１年） 

３０日（金）三大会①（電卓・下川連携） 

３１日（土）ベネッセ・駿台共通テスト模試（３年） 

総合学力テスト（１・２年） 

（９月2８日現在） 

※予定を変更する場合があります 

先月から引き続き、各部活動の支部大会、全道大会が行われています。本校も弓道部、男女硬式テニス

部、野球部、ソフトテニス部、女子バレーボール部、陸上競技部が出場しました。硬式テニス名寄支部秋

季大会では男子が団体・個人共に優勝し、女子は団体戦・個人ダブルスで優勝し、全道大会出場権を獲得

しました。弓道部も男子個人で優勝、６年ぶりの団体戦制覇を成し遂げ、女子も個人 3 位入賞を果たし全

道大会に出場します。 

。 

9月17日（木）、本校体育館で第15期生徒会執行部役員選挙が実施されました。 

選挙管理委員長の挨拶のあと、立候補者がステージ上で立会演説を行いました。立候補者は新

たな生徒会を作り上げていくという意気込みを語り、各責任者が候補者の紹介を行いました。そ

の後、各ＨＲにて信任投票が行われた結果、立候補者は全員信任され、10 月１日（木）の認証

式にて木幡校長先生から認証を経て新生徒会の活動を開始しました。 

 

 

選挙管理委員長 後藤君（３Ａ） 右：会長候補 秋元君（２Ａ） 

左：責任者  星賀君（２Ａ）   

9月29日（火）、旭川建設労働者福祉セ

ンターにて開催された高文連高等学校英語

弁論大会道北地区大会に清水寛太君（3A）

が参加しました。大会は、参加者自身が決

めたテーマについて自分の考えを英語で弁

じるコンテストで、今年は各校より19名が

参加しました。清水君は“To study 

English”と題し、英語を学ぶうえで大切だ

と思うことを発表しました。 


